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スポーツを通じた学生の人格形成を図ると共に母校
や地域の一体感を醸成し、地域・経済の活性化や人

材の輩出に貢献する

構造化され始めた体育会の課題

1

昨年度までの検討タスクフォースで大学スポーツの価値・課題を再認識して改めて、日本版NCAAの必要性とそのあり方
を認識しました。本年度は、提言された各期待される役割の具体化が求められています。

最終報告書のサマリー

日本版ＮＣＡＡに係る議論の経緯

再認識した大学スポーツの価値

大学

スポーツ
の価値

人格の形成

大学ブランド
の向上

コミュニティ
の形成

 社会的諸課題の
解決を求められる
大学において、大
学スポーツは学生
の人格形成とそれ
を通じたコミュニ
ティ形成、大学ブ
ランドの向上に寄
与する役割が期
待されている

 課外活動と位置づ
けられる体育会は、
任意団体で活動し
ていることが多く
そこから派生する
「学業」「安全・安
心」「マネジメント」
に関する課題が判
明した

任意団体の課外
活動

大学の限定的
関与

不透明な会計制
度

学業への時間を割
けない

知識不足等による
事故等の増加

日本版NCAAの必要性・あり方の提言

• 価値の高い大学スポーツを継続的かつ正しく発展させるた
めには、理念に基づいた大学横断的・競技横断的組織によ
る戦略的課題への対応、発展が必要

• 期待される役割の提唱
①学生アスリートの育成
②学生スポーツ環境の充実
③地域社会企業との連携

理念

本年度は、提唱された役割の具体化が求められています。

資料２



大学スポーツの振興に関する検討会議最終とりまとめ 概要

＜３＞大学横断的かつ競技横断的統括組織（日本版NCAA）の在り方
 日本版NCAAの在り方について、検討会議の下にタスクフォースを設置し検討

＜１＞大学スポーツの振興に向けた基本的考え方（方針）について

＜２＞個別テーマの目標・達成に向けた取組について

大学スポーツ振興の意義
 ⼤学におけるスポーツの振興には、国⺠の健康増進や地域・経済の活性化等に資する可能性を有するなど、公共的役割を担う可能性
 大学には、アスリートや指導者等の貴重な人材、体育・スポーツ施設が存在
⼤学スポーツ資源の潜在⼒を発揮するための⽅向性
 スポーツの社会的効⽤を理解することは社会発展の促進に資することから、大学においてスポーツ分野を学ぶことが重要
 大学や学生競技連盟を核とした大学横断的かつ競技横断的統括組織（日本版NCAA）の創設に向けた議論が必要

１．⼤学トップ層の理解の醸成
大学が部活動を含めて大学スポーツに関与することを推進するため、
⼤学トップ層の理解の醸成を図ることが重要
２．スポーツマネジメント人材育成・部局の設置
各⼤学におけるスポーツ分野の取組を戦略的に推進するため、スポー
ツ分野を⼀体的に⾏う部局や当該部局を担う⼈材（⼤学スポーツ・
アドミニストレーター）の配置を進めることが必要
３．⼤学スポーツ振興の資⾦調達⼒の向上
する・観る・支えるの好循環を大学スポーツでも形成し、その振興のた
めの資⾦調達⼒を向上ことが重要であり、⺠間資⾦等を活⽤した⼤
学スポーツ施設の充実を図るほか、⼤学部活動の管理体制の明確
化と会計等の透明性を確保することが重要

４．スポーツ教育・研究の充実や小学校・中学校・高等学校等
への学生派遣

大学体育の充実と学生スポーツの環境の整備、スポーツ科学研究の
促進と成果の社会還元、学校への学生派遣を推進することが必要。
５．学生アスリートのデュアルキャリア支援
学業とスポーツを両⽴するための修学上の配慮をするとともに、キャリア
形成⽀援を⾏うことが重要
６．スポーツボランティアの育成
大学におけるスポーツボランティアへの関心を一層高め、大学が組織
的に学生の活動の機会を拡充することが必要
７．大学スポーツ資源を活用した地域貢献・地域活性化
総合型地域スポーツクラブ等との連携や合宿等を活用したスポーツ
ツーリズムの推進、スポーツ施設の開放を進めることが重要

＜２＞個別テーマの目標・達成に向けた取組について

＜４＞今後の進め方
 「産学官連携協議会」を設置し、日本版NCAAの具体的な制度設計を進め、平成30年度中の⽇本版NCAAの創設を目指す。
 関係者の意識の醸成や⼤学内の体制整備、⼤学間・学連間の連携、スポーツ団体との連携の強化を図る。



大学スポーツの振興に関する検討会議タスクフォース とりまとめ概要
〜⽇本版NCAAの創設に向けて〜

現状・課題
 社会的諸課題への解決を求められる大学において、人格の形成や地域コミュニティの形成等に寄与する大学における運動部活動等のスポーツに
期待される役割は大きい。また、「観る」スポーツとしての可能性も高い。
 運動部活動は、学⽣を中⼼とする⾃主的・⾃律的な課外活動とされ、大学の広報等に寄与する一方、大学の関与は限定的な場合が多い。
 大学の競技団体（学連）は、競技・地域ごとの組織で、法人格を有しない組織も存在。

⇒ 学生アスリートの学業環境への支援、運動部局の運営（指導者や資⾦の確保、責任体制、事故・事件時の対応）、大学の教育・研究と
の連携、学連間の連携等の課題が山積し、抜本的な改革が求められている。

日本版NCAAの在り方

⼤学スポーツ全体を総括し、その発展を戦略的に推進する組織が必要

• 学生アスリートの学業環境の充実を図るとともに、学業とスポーツの両⽴を⽬指し、大学スポーツの発展を実現する
• 事故防止など運動部活動の安全性を向上させ、本人や関係者にとって安心できるものとする
• 我が国のスポーツの文化、歴史を尊重しつつ、大学、学連等が協調・連携するためのプラットフォームとしての役割を担う
• 「観る」スポーツとしての価値を高め、収益を大学スポーツに還元する好循環を創造し、我が国全体の雇⽤の創出、経済成⻑につなげる
• 競技種⽬、⼤学の⽴地、性別、障害の有無などにより不利益を被ることがないように取り組む

理
念

【期待される役割】
①学生アスリートの育成
（学業成績要件の統一、デュアルキャリア支援、インテグリティ教育等）
②学生スポーツ環境の充実
（スポーツ活動への⽀援、保険制度の充実、不祥事・勧誘等に係るルール作り等）
③地域・社会・企業との連携
（地域貢献活動の総括、会計等のガイドライン整備・相談窓⼝、権利関係の調整等）

【組織体制】
• ⺠間の法⼈として設⽴し、⺠間資⾦による運営を基本とする。
• 原則大学、学連の自主参加（任意）とする。
• 大学、学連が加盟のメリットを実感できるものとする。
• 大学、学連等の従来の活動を阻害せず、調和のとれたものとする。
• 安定した収⼊源を得るため、様々な⼿法の開拓を図る。
• 当初は実⾏可能な分野、規模からスタートする。

スポーツを通じた学生の人格形成を図るとともに、⺟校や地域の⼀体感を醸成し、地域・経済の活性化や人材の輩出に貢献する



大学横断的かつ競技横断的統括組織（日本版NCAA）創設事業 （ 新 規 ）
29年度予算額︓100,000千円

我が国の⼤学スポーツの持つ潜在⼒（⼈材輩出、経済活性化、地域貢献等）を活かすため、⼤学スポーツに係る体制の充実を図る
必要がある。そのため、適切な組織運営管理や健全な⼤学スポーツビジネスの確⽴等をめざす⼤学横断的かつ競技横断的統括組織
（日本版NCAA（National College Athletic Association）の創設に向けて、日本版NCAAの具体的な在り方について検討する産官
学連携の協議会を開催するとともに、大学スポーツの活性化に全学的体制で取り組む各大学において、専門人材の配置や先進的モ
デル事業を展開する。

大学スポーツの活性化
大学横断的かつ競技横断的統括組織（日本版NCAA）の創設

① 日本版NCAAの組織の充実
大学スポーツを全学的に推進する体制を整える
大学や学生競技連盟を中核として、関係者による
産学官連携協議会を設置し、我が国を取り巻く環
境に合致した日本版NCAAの在り方をとりまとめる。

産学官連携協議会
（日本版NCAAの担うべき役割や

課題等を検討）

スポーツ
関係企業

スポーツ
関連団体

学生競技
連盟大学

⽂部科学省
スポーツ庁 報道関係者

② 大学スポーツ振興の推進
大学スポーツを全学的に推進する体制を整える大学に対して、「大学スポー
ツ・アドミニストレータ―」の配置等のスポーツ活動を支援し、大学横断的かつ競
技横断的統括組織（日本版NCAA）の中核となる大学群の形成につなげる。

収益⼒の向上に向け
た取組

大学スポーツ・アドミニストレータ―の配置

健康 ・食 ・ 観光 ・
ファッション等の多分
野と融合したスポー
ツイベントの開催等。

学生アスリートへの
学修支援やキャリア
形成に配慮したプロ
グラムの実施。

スポーツボランティア
の育成と普及啓発
のための研修会の実
施等。

自治体や地元企業、
スポーツ団体、地域
住⺠等と連携した⼤
学スポーツ施設の開
放の在り方に関する
連携体制の構築。

小中高の体育活
動や運動部活動
を支援する学生の
派遣やプログラム
の開発等の支援
体制の在り方の実
践研究。

学生アスリートの
キャリア形成支援

大学スポーツを
通じた地域貢献、
地域活性化

スポーツ教育の推進 スポーツボランティア
の普及啓発

各⼤学において全学的にスポーツ分野の取組を⼀体的に⾏う部局を持つ⼤学に、⼤
学スポーツのブランド⼒向上を担う⼤学スポーツ・アドミニストレータ―を配置する。

企画立案、コーディネート、資金調達を担う


